






 

秋田県では昭和 45 年より「母体死亡ゼロ運動」のスローガンを掲げて,日産婦および日母

会員の相互研修を進めてきた。その成果か,昭和 45 年～48 年では 7～8 例もあった母体死

亡が,昭和 49 年 3 例,昭和 50 年 4 例,昭和 51 年 1 例,昭和 52 年 2 例,昭和 53 年 1 例と低下

してきた。しかし,まだ目標のゼロまでにはなっていない。 

 本年は真のゼロに迫る目的で,(1)妊産婦死亡原因としてもっとも重要な出血対策として

おめでた献血運動を開姶する一方,(2)致死率の高い羊水栓塞症の研究を進めてきた。 

 

 

 


